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【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年1月24日(2013.1.24)
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【公表日】平成24年5月24日(2012.5.24)
【年通号数】公開・登録公報2012-020
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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月30日(2012.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）アセチルコリンエステラーゼ阻害薬である皮膚明色化添加剤から本質的に成る皮
膚明色化剤；および
　（ｂ）化粧用に許容される担体；
を含む化粧用組成物であって、
　明色化を所望する皮膚に局所塗布された後に皮膚を明色化し得、前記アセチルコリンエ
ステラーゼ阻害薬はガランタミンを含むものである、化粧用組成物。
【請求項２】
　組成物が１２－ヒドロキシステアリン酸をさらに含む、請求項１に記載の化粧用組成物
。
【請求項３】
　皮膚明色化添加剤が、皮膚明色化剤の重量で約７５から約１００％を構成する、請求項
１に記載の化粧用組成物。
【請求項４】
　皮膚明色化添加剤が、化粧用組成物の重量で約０．０１から約１５％を構成する、請求
項１に記載の化粧用組成物。
【請求項５】
　皮膚明色化添加剤が、式ＩＩ：
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【化１】

［式中、
　各Ｒ１は独立して、Ｈ、Ｃ１－Ｃ６直鎖、分枝もしくは環式アルキル、Ｃ２－Ｃ６アル
ケニル、またはアリールである］によって表される化合物、またはその塩をさらに含む、
請求項１に記載の化粧用組成物。
【請求項６】
　皮膚明色化剤が、ナイアシンアミド、ビタミンＣ、レゾルシノール、クズ抽出物、カモ
ミール抽出物、ノコギリソウ抽出物、またはそれらの混合物である皮膚明色化源をさらに
含む、請求項１に記載の化粧用組成物。
【請求項７】
　皮膚明色化添加剤が、ガランタミンおよび／または式ＩＩの塩である、請求項５に記載
の化粧用組成物。
【請求項８】
　化粧用組成物が、抗酸化剤、共役リノール酸、ペトロセリン酸、αおよび／またはβヒ
ドロキシ酸、レチノイド、またはそれらの混合物をさらに含む、請求項１に記載の化粧用
組成物。
【請求項９】
　化粧用組成物が、局所塗布に好適である、請求項１に記載の化粧用組成物。
【請求項１０】
　式ＩＩによって表される化合物が、タスピンである、請求項５に記載の化粧用組成物。
【請求項１１】
　化粧用組成物が、サンスクリーン、ナイアシンアミド、またはその混合物を含む、請求
項１に記載の化粧用組成物。
【請求項１２】
　皮膚を明色化する方法であって、明色化または美白化が所望される皮膚を同定すること
、および前記皮膚を明色化または美白化するために、請求項１に記載の化粧用組成物を局
所塗布すること、を含む、明色化方法。
【請求項１３】
　化粧用組成物が、ナイアシンアミドをさらに含む、請求項１２に記載の皮膚を明色化す
る方法。
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